
 

令和6年5月8日  

プレイスメイキング等の実証実験提案書 

活動名 多世代のつながりつくり 

提案者 三番町町会上村友子 

提案者の所在地 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

【下記事項について記載してください。】 

開催時期：7月20日(土) 

活動場所：東郷公園 

目 的：挨拶をかわせるお顔見知りの人を増やし、安心して暮らせるまちをつくる。 

親しみある地域の公園内に多世代が楽しみ寛げる機会をつくり、自然にあいさつやおしゃ

べりが生まれる場を創出する。 

 

活動内容：家に籠りがちな暑い季節、特にお会いする機会が少ない高齢者やファミリー層

に安心しておでかけいただけるよう「凉とくつろぎ」を演出する。 

 

日頃、お顔を合わせる機会の少ない世代や障害のある方が、自然に顔見知りになる機会と

なるよう、公園内に凉やくつろぎを感じられるスポットを設ける。また、地域イベントの

運営に参画する側としての参加もしやすくなるよう、多世代でインクルーシブな視点を組

み込んだイベントにする。 

 

１，凉とくつろぎの概要 

⑴ 子どもたちがやりたいことNo1の水遊び。親子で水遊びを楽しめる。  

 

                      

  

 

 

 

 

⑵ 高齢者の方には、冷たいお茶やかき氷などを食べながら、おしゃべり(防災、夏場

の健康などテーマを設けるか？要検討)を楽しんでいただく。 

熱中症対策グッズをお配りしながら、日頃の熱中症予防の啓発を実施。 

  

 

 

 

                       

 

 



⑶ シャボン玉遊びやミストで楽しく涼しさを演出 

  

⑷ 障害者と在勤在学者で協力して運営するインクルーシブキッチンカー 

  

 

 

 

【開催までのスケジュールを記載してください。】 

5月 活動の概要を整理する 

それぞれの担当者を決める 

公園使用許可 

6月  活動の詳細を決める 

   キッチンカーの手配 

   イベント周知 

   ポスター掲示 

   近隣高齢者へお茶券を配布 

7月 必要なものの確認、準備 

当日：会場の設営 

 

振り返り 

 

 



【今回の活動を行いたいと思った理由を記載してください。（地域の課題とそれに対する

解決等を踏まえて）】 

コロナ禍の各種自粛でご近所同士もやや希薄になった。これを機に協力し合い、気持ちよ

く暮らすことができる環境つくり。 

子どもから高齢者までが利用できる東郷公園は工事が長引き、利用の仕方に課題がある。 

改めて、東郷公園を気持ちよく過ごすことができる地域の公園として試行を重ね見直す。 

昨年は区の管理で花火の実証が開催された。多くの子どもたちが日中に希望している水遊

びを決められた時間場所の中で試行したい。 

高齢者の外出の機会にする。高齢者と子どもたちが触れ合う機会を作る。 

地域で積極的に活動している皆さん、ジョブサポートちよださん、近隣町会、団体と連携

してイベントを作り上げることによって、地域がつながり、元気になる。 

【今回提案する活動の実施体制や収支予定について記載してください。また、今回の実証

実験後の活動について検討されている場合はそちらも記載してください。】 

収入なし 

支出：55万円(キッチンカー関連、熱中症対策グッズ・水遊び消耗品、シャボン玉用品、周

知用ポスター) 

 

       

【今回提案する活動のポイントを記載してください。】 

・世代間、特に高齢者と子どもがふれあう機会をつくる。 

・障害の有無にかかわらず地域交流できる。 

・東郷公園を気軽に集える交流の場にする。 

 



【区からサポートしてほしい事項を記載してください。】 

・様々な機関への手続きのサポート 

・各種広報 

・7月に開催できたら、暑さ対策としてミストの設置 

※上記に加え、企画書などの補足資料を添付していただいても構いません。 

 

 

 

 

 

 


